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【背景・目的】 

加齢に伴う認知機能の低下は，日常生活や社会生

活に支障をきたし，さらに要介護状態につながる。

しかし，日本人高齢者を対象とし，性・年代別に巧

緻性および認知機能の変化を長期間検討した研究は，

見当たらない。そこで本研究の目的は，地域在住高

齢者を対象とし，性・年代別（前期・後期）による巧

緻性および認知機能の変化を 6 年の追跡調査により

明らかにすることとした。これらを明らかにするこ

とで，性・年代別の認知機能の低下の特徴を把握で

き，今後高齢者の認知機能低下の予防および改善に

貢献することが期待される。	

【方法】 

2009年から2017年までに「かさま長寿健診」に参

加した	 65 歳以上の男女高齢者を対象とした。ベー

スラインを2009年，2010年，2011年の3年に設定

すると565名（2009年：197名，2010年：189名，

2011年：179名）となり，このうち，6年後の追跡調

査に再度参加したのは107名（2015年：30名，2016

年：42名，2017年：35名）であった。その107名の

中から認知機能のデータに欠損がある 1 名を除外し，

最終的な分析対象者は106名（71.4	±	4.4歳，男

性：54名，女性：52名）となった。巧緻性はペグ移

動時間テスト，Trail	Making	Peg（TMP）testを，認

知機能はファイブコグ検査をおこなった。巧緻性お

よび認知機能に与える加齢（6 年間の前後）と年齢

（前期高齢 vs.後期高齢）の影響を明らかとするた

めに二要因分散分析を用いた。調整変数は，教育年

数，脳血管疾患の有無，服薬数，喫煙経験の有無，抑

うつ度，ベースライン時の巧緻性および認知機能の

各変数を投入した。	

【結果および考察】 

男性では，視空間と思考で有意な時間による主効

果が認められた。また，ペグ移動時間，TMP，注意，

記憶，言語，五要素合計得点で有意な交互作用が認

められた。多重比較検定の結果，男性後期高齢者の

ペグ移動時間とTMPで有意な低下が見られた。一方，

前期高齢者の注意，記憶，言語，五要素合計得点で

有意な向上が確認された。女性では，ペグ移動時間

と記憶で有意な時間による主効果が認められた。ま

た，ペグ移動時間と注意で有意な交互作用が認めら

れ，多重比較検定をおこなった。その結果，ペグ移

動時間において前期高齢者は有意に速くなったが，

後期高齢者は有意に遅くなった。また，前期高齢者

の注意が有意に向上したことが確認された（図1と2，

P	<	0.05）。	

前期高齢男性の認知機能が有意に向上した原因と

して，ファイブコグ検査は毎年同一内容のものをお

こなうことから得られたデータには学習効果が含ま

れている可能性が考えられる。また，対象者は茨城

県笠間市に限定されていることと、自らの意志で健

診に参加したことからサンプリングバイアスが混入

している可能性が考えられる。	

【結論】 

男女ともに前期高齢者に比べ，後期高齢者で巧緻

性および認知機能の低下が顕著に見られた。今後は，

男女ともに後期高齢者に着目し，巧緻性および認知

機能の低下を予防または改善するための対策（介入研

究またはプログラム作成など）が求められる。	

	

図2．年代別による認知機能の変化：五要素合計（高いほど良値）

図1．年代別による巧緻性の変化：ペグ移動時間（低いほど良値）
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